
　10月６日（土）に印岐志呂神社の第７回自然調査を行った。

　今回は、印岐志呂神社の社叢林の大木のデータ取りを行うとともに、今までに

　チェックの漏れていた植物の観察を行った。

　調査の一部を御覧ください。

【大木調査】

　　オガタマノキ 　クスノキ 　　クスノキ（春撮影）

幹周 167cm　樹高16ｍ 　　　幹周 284cm　樹高15ｍ 　幹周 345cm　樹高20ｍ

近江の鎮守の森自然調査 2018

調査開始前の打ち合わせ　　　　　　　　開始後３０分で予報になかった雨が

 ① 印岐志呂神社のご神木　　　 　② 本殿の右横　　　　　　　③ 社叢林 東側奥

一時激しい雨

社叢林最大



　　スダジイ 　クスノキ アベマキ

幹周216cm　樹高17ｍ 　　　幹周 233cm　樹高22ｍ 　幹周 210cm　樹高14ｍ

　⑦ 社叢林西側

エノキ

　幹周 218cm　樹高17ｍ

　⑧ 社叢林西側 　⑨ 社叢林西側入り口

センダン アラカシ

　幹周 274cm　樹高18ｍ 　幹周 223cm　樹高18ｍ

調査開始から保護をしていた

稀少種「カラタチバナ」

今回観察した他の植物は、

現在、資料をまとめ中です。

次回は、１１月１０日（土）

印岐志呂神社の調査は次回で終了です。

来年度も近江鎮守の森調査を行う予定です

多数ご参加下さい。

「社叢林を襲った台風の影響」　倒木や枝折れが多く見られた

 　　④ 社叢林西側　　　　　　　⑤ 社叢林西側　　　　　　　　⑥ 社叢林 西側奥

写真未撮影

写真未撮影

春の調査風景

写真未撮影写真未撮影


